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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

7.26『浴
ゆ か た

衣、だ～い好き！』
（7月17日・緑町保育所『夏まつり』にて）
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50,763 人（50,780人）  ７月１日現在の住民基本台帳による人口（　　）内は前月の統計

男 24,972人（24,792人） 世帯数 21,525世帯
女 25,791人（25,788人） （21,539世帯）



( 2 )

（２００４年・第５８７号）

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
20
才
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
手
当
て
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
対
象
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

現
在
受
給
中
の
方
は
、
継
続
し
て

支
給
を
認
定
す
る
た
め
の
『
所
得
状
況

届
』を
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
８

月
に
は
関
係
の
文
書
が
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
障
害
者
に
対
し
て
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

〈
対
象
者
〉

 

・
障
害
者
…
在
宅
の
重
度
肢
体
不
自

由
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
内
部

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
の

障
害
を
二
つ
以
上
有
す
る
方
、
ま
た

は
最
重
度
の
肢
体
不
自
由
、
内
部
障

害
、
精
神
障
害
を
有
す
る
方

 

・
障
害
児
…
在
宅
の
肢
体
不
自
由
、
視

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社

会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ

び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

ま
た
、『
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
』が
平
成
16
年
２
月
10

日
国
会
に
提
出
さ
れ
、
平
成
16
年
６

月
16
日
付
け
で
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な

る
児
童
の
年
齢
が
、
小
学
校
入
学
前

か
ら
小
学
校
第
３
学
年
終
了
前
ま
で

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
受
給

権
が
発
生
す
る
方
や
、
受
給
額
が
変

更
に
な
る
方
は
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
該
当
と
な
る
児
童
が
い
る

と
思
わ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

既
に
６
月
下
旬
頃
、
世
帯
主
宛
に
当

課
よ
り
ご
案
内
の
文
書
を
送
付
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
法
律
改
正
に
よ
る
特

例
措
置
と
し
て
平
成
16
年
９
月
30
日

ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、

平
成
16
年
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

①
通
知
書
は
世
帯
主
宛
に
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
請
求
者
は
児
童
を
監
督
・
保

護
し
て
い
る
父
母
の
う
ち
、
生
計
の
中

心
者
と
な
っ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

②
児
童
手
当
は
、
請
求
者
の
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

③
請
求
者
が
公
務
員
の
場
合
は
、
職
場

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
平
成
16
年
４
月
よ
り
新
し
く
小
学

校
に
入
学
さ
れ
た
児
童
は
、
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
継
続
支
給
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
新

た
に
支
給
対
象
と
な
る
児
童
も
い

る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

 

・ 

保
険
証（
請
求
者
本
人
の
も
の
）

 

・ 

印
鑑

 

・ 

金
融
機
関
の
口
座
番
号（
請
求
者
名
義

の
も
の
で
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

 

・ 

平
成
15
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書（
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
む
つ
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
の
み
。）

 

・ 

平
成
16
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書（
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
む
つ
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
の
み
。）

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
３
・
４
１
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

〈
対
象
〉

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
の
あ

る
20
才
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
、
所
得
な

ど
の
支
給
要
件
に
当
て
は
ま
る
と
き

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

・
知
的
障
害
で『
愛
護
手
帳
』Ａ
、
Ｂ
程
度

 

・
身
体
障
害
者
で
『
身
体
障
害
者
手
帳
』

１
〜
３
級
程
度

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
た
と
き

 

・
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22
－

１
１
１
１
内
線
４
１
３
・
４
１
４

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当
て
制
度
に
つ
い
て

覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
内
部
障
害
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
で
、
重
度

の
障
害
を
有
す
る
児
童

　

ど
ち
ら
も
、
む
つ
市
に
住
所
が
あ
る

方
が
対
象
で
す
（
施
設
入
所
、
ま
た
は
入

院
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
本
人
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
に

よ
り
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
２
２

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
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（２００４年・第５８７号）

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　

８
月
２
日（
月
）は
、
市
税
と
介
護
保

険
料（
普
通
徴
収
分
）第
２
期
分
の
納
期

限
で
す
。
７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か

ら
第
10
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
第
２
期
分
の
納

付
書
を
お
確
か
め
の
う
え
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
、
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町

内
会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納

付
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・１
９
６

納
税
作
品
の
募
集

　

む
つ
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

は
、市
内
在
住
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、

納
税
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
納
税
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
自
由
で
す
が
、
次
の
作
品
で
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

①
作
文　

②
ポ
ス
タ
ー　

③
習
字

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
各
学
校
に
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
夏
休
み
中
に

制
作
し
、
学
校
を
通
し
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
参
加
賞
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・１
９
６

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
お
知
ら
せ

　

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を

取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。

　

ま
た
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
軽
減
措
置
の
適
用

が
あ
り
ま
す
。

【
住
宅
の
取
得
に
つ
い
て
の
軽
減
制
度
】

　

住
宅
を
新
築
し
た
り
購
入
し
た
場

合
な
ど
で
、
そ
の
住
宅
の
床
面
積
が

50
㎡
以
上
240
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
な

ど
一
定
の 

要
件
を
満
た
す
場
合
（
特

例
適
用
住
宅
）に
は
、
価
格
か
ら
最
高

１
２
０
０
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
用
の
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
の
軽
減
制
度
】

①
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

で
、
そ
の
取
得
の
日
か
ら
3
年
以

内
に
そ
の
土
地
の
上
に
住
宅
が
新

築
さ
れ
た
場
合
等
に
は
、
土
地
の

取
得
に
対
す
る
税
額
の
１
／
４
が

軽
減
さ
れ
ま
す（
平
成
15
年
3
月
31
日

ま
で
に
取
得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
）。

②
取
得
し
た
住
宅
が
特
例
適
用
住
宅
で

あ
る
こ
と
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
は
、
土
地
の
取
得
に
対
す

る
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は

申
告
が
必
要
で
す
！

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
課
税
課

�
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－

８
５
８
１
内
線
２
０
７

暮らしに役立つ

税 情報

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　

国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
で
は
、

次
代
を
担
う
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
、

さ
ら
に
税
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

税
に
つ
い
て
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
や
、

自
分
自
身
の
経
験
・
体
験
・
考
え
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
毎
年
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
次
の
要
領
で
作
文
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
声
を

是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

　

高
校
生
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

〈
作
品
の
テ
ー
マ
〉

　

税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
で
も

結
構
で
す
。

〈
応
募
数
お
よ
び
字
数
〉

１
人
１
編（
２
千
字
程
度
）

〈
応
募
締
切
〉９
月
７
日（
火
）

〈
提
出
先
〉最
寄
り
の
税
務
署

※
総
務
課
ま
た
は
税
務
広
報
広
聴
官

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
優
秀
な
作

品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、

国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
が
作
成
す

る
広
報
紙（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
含
む
）等
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
各
種
の

広
報
紙
に
掲
載
し
広
く
発
表
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
総
務
課�

22

－

３
２
９
４
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（２００４年・第５８７号）

委
員
長
報
告

む
つ
下
北
地
域
市
町
村

合
併
対
策
特
別
委
員
会

▼
審
査
事
件

　

第
133
回
臨
時
会
（
平
成
15
年
11
月
26

日
）付
託
事
件

（
１
）む
つ
下
北
地
域
市
町
村
合
併
に
関

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
審
査
の
経
過

　

平
成
16
年
３
月
25
日
、
４
月
６

日
、
５
月
28
日
、
６
月
15
日
の
計
４

回
委
員
会
を
開
き
、
市
長
、
助
役
、

収
入
役
ほ
か
関
係
説
明
員
の
出
席
を

求
め
て
、事
情
を
聴
取
し
審
査
し
た
。

▼
審
査
の
概
要

　

３
月
25
日
に
は
、『
第
６
回
・
第

７
回
む
つ
下
北
地
域
合
併
協
議
会
等

結
果
報
告
に
つ
い
て
』、『
議
会
の
議

員
の
定
数
お
よ
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て
』協
議
し
た
。
第
６
回
・
第

７
回
む
つ
下
北
地
域
合
併
協
議
会
等

結
果
報
告
に
つ
い
て
、
委
員
長
、
議

長
、
市
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

４
月
６
日
に
は
、『
第
８
回
む
つ
下

北
地
域
合
併
協
議
会
等
結
果
報
告
に

つ
い
て
』、『
議
会
の
議
員
の
定
数
お

よ
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
』、『
議

会
の
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
』お
よ
び

『
合
併
後
の
選
挙
制
度
（
平
成
19
年
10

月
執
行
）に
つ
い
て
』協
議
し
た
。
第

８
回
む
つ
下
北
地
域
合
併
協
議
会
等

結
果
報
告
に
つ
い
て
、委
員
長
、議
長
、

市
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
会
の
議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
員
の

報
酬
に
つ
い
て
お
よ
び
合
併
後
の
選
挙

制
度
に
つ
い
て
、
本
特
別
委
員
会
と
し

て
は
、
第
１
小
委
員
会
の
意
向
を
重

く
受
け
止
め
、
第
１
小
委
員
会
お
よ

び
法
定
協
議
会
の
決
定
を
尊
重
す
る
。

議
会
の
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
１
市

８
制
度
と
す
る
。
ま
た
、
合
併
後
の
選

挙
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
10
月

に
行
な
わ
れ
る
第
１
回
目
の
選
挙
は
全

市
１
区
30
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
条
例

で
選
挙
区
を
設
け
る
場
合
は
、
人
口
比

例
で
各
選
挙
区
の
議
員
定
数
を
決
定

す
る
。
以
上
の
各
項
目
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
書
の
協
定
項
目
に
組
み
入

れ
る
も
の
と
す
る
と
決
定
し
た
。

　

５
月
28
日
に
は
、『
第
10
回
む
つ

下
北
地
域
合
併
協
議
会
報
告
に
つ
い

て
』お
よ
び
『
大
間
町
の
む
つ
下
北
地

域
合
併
協
議
会
離
脱
に
伴
う
む
つ
市

議
会
の
対
応
に
つ
い
て
』協
議
し
た
。

第
10
回
む
つ
下
北
地
域
合
併
協
議
会

結
果
報
告
に
つ
い
て
、
議
長
、
川
下

委
員
、
市
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

大
間
町
の
む
つ
下
北
地
域
合
併
協

議
会
離
脱
に
伴
う
む
つ
市
議
会
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
現
む
つ
下
北
地
域

合
併
協
議
会
は
廃
止
す
る
と
決
定
し

た
。
ま
た
、
新
法
定
協
議
会
を
設
置

し
、こ
れ
に
参
加
す
る
と
決
定
し
た
。

　

６
月
15
日
に
は
、『
横
浜
町
、
風
間

浦
村
、
佐
井
村
の
む
つ
下
北
合
併
協
議

会
設
置
議
案
否
決
後
の
取
扱
い
と
市
町

村
長
会
議
の
経
過
に
つ
い
て
』協
議
し

た
。
横
浜
町
、
風
間
浦
村
、
佐
井
村
の

む
つ
下
北
合
併
協
議
会
設
置
議
案
否
決

後
の
取
扱
い
と
市
町
村
長
会
議
の
経
過

に
つ
い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
育
英
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

当
市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意

を
も
っ
て
、
山
本
文
三
氏
か
ら
100
万

円
の
寄
附
を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
を

育
英
資
金
に
組
み
入
れ
、
有
効
な
管

理
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の
。

▼
む
つ
市
地
域
産
業
振
興
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
基
金
造
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
措

置
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
所
要

の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
７
月
１
日
か
ら
船
員
手
帳
の
交

付
ま
た
は
書
換
え
に
係
る
手
数
料
を

改
定
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）む
つ
市
産
業
振
興
拠
点
施

設
建
設
工
事（
建
築
工
事
）に
係
る
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
外
構

整
備
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
８
千
０
３
０
万
２
千
円
の
減
額
補
正
）

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算（
５
千
４
８
９
万
４
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

▼
平
成
16
年
度
下
水
道
事
業
特
別
補
正

予
算
（
資
本
費
の
平
準
化
を
図
る
た
め
市
債

を
８
千
５
０
０
万
円
追
加
し
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
同
額
減
じ
る
た
め
の
も
の
）

▼
む
つ
・
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
合
併

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

む
つ
市
、
川
内
町
、
大
畑
町
お
よ
び

脇
野
沢
村
が
合
併
に
関
す
る
協
議
を
行

な
う
む
つ
・
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
合

併
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

報　

告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

　

一
般
質
問
は
６
月
24
日
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
鎌
田
ち
よ
子

▼
市
営
住
宅
に
つ
い
て

 

・
市
営
住
宅
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

 

・
駐
車
場
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

 

・
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
現
状
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

▼
健
康
寿
命
を
長
く
保
つ
対
策
に
つ
い
て

 

・
通
年
利
用
で
き
る
施
設
に
つ
い
て

◎
村
川
壽
司

▼
教
育
環
境
問
題
に
つ
い
て

 

・
運
動
会
、
体
育
祭
、
中
体
連
等
で
体
得
し
た

喜
び
を
い
つ
ま
で
も
持
続
で
き
る
教
育
を

 

・
校
地
の
境
界
線
に
フ
ェ
ン
ス
を
早
急
に

 

・
統
合
後
、
閉
校
し
た
校
舎
の
活
用

方
法
に
つ
い
て

 

・
し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム（
仮
称
）の

　

和
解
に
つ
い
て（
市
営
住
宅
の
滞
納
家
賃

の
請
求
に
係
る
事
件
の
青
森
地
方
裁
判
所
で

の
控
訴
審
に
お
い
て
、
滞
納
者
が
滞
納
家
賃

を
分
割
に
よ
り
全
額
支
払
う
旨
の
和
解
案
が

裁
判
官
か
ら
示
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
和
解
案
に

同
意
す
る
こ
と
と
し
、
専
決
処
分
し
た
も
の
。）

議
員
提
出
議
案

▼
道
路
整
備
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

▼
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
事

業
の
継
続
・
改
善
を
求
め
る
意
見
書

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
等
待
遇

の
法
制
化
に
関
す
る
意
見
書

議 会 だ よ り
第１８０回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１８０
回
定
例
会
が
、
去
る
６
月
18
日
か

ら
28
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
13
議
案
１
報

告
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。



( 5 )

（２００４年・第５８７号）

中
身
を
市
政
だ
よ
り
等
の
広
報
で

紹
介
し
て
み
て
は
ど
う
か

▼
市
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て

 

・
現
在
荒
廃
状
態
に
あ
る
市
営
住
宅

の
今
後
に
つ
い
て

 

・
現
在
使
用
中
の
市
営
住
宅
の
営
繕
に
つ
い
て

 

・
県
営
住
宅
の
駐
車
料
の
問
題
が
、

市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
に
は
ね
か

え
っ
て
こ
な
い
か

◎
斉
藤
孝
昭

▼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

 

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
・
定
着
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
か

▼
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
の
拡
張
お
よ
び

整
備
に
つ
い
て

 

・
計
画
は
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

対
す
る
新
た
な
取
り
組
み
は
な
い
か

◎
横
垣
成
年

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 

・
同
施
設
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
東
北
電
力
東
通
原
発
に
関
わ
る
む

つ
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

・
同
施
設
の
む
つ
市
に
お
け
る
防
災

体
制
に
つ
い
て

▼
サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
に
よ
る
被
害
対

策
に
つ
い
て

 

・
被
害
状
況
に
つ
い
て

 

・
被
害
対
策
に
つ
い
て

▼
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群
と
し
て

の
下
北
半
島
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
つ
い
て

 

・
実
態
の
調
査
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
対
す

る
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

　

台
風
や
豪
雨
の
到
来
は
予
測
で
き

る
か
ら
と
安
易
に
考
え
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
大
雨
や
強
風
は
私
た
ち
に
何

度
も
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
油
断
せ
ず
に
日
頃
か
ら
十
分

な
対
策
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
】

◎
家
の
ま
わ
り

▼
屋
根

 

・
ト
タ
ン
の
は
が
れ
、
め
く
れ
は
な
い
か

▼
雨
ど
い
・
雨
戸

 

・
雨
ど
い
に
落
ち
葉
や
土
砂
が
詰

ま
っ
て
い
な
い
か

 

・
継
ぎ
目
の
は
ず
れ
や
塗
装
の
剥
離
、

腐
り
は
な
い
か

 

・
雨
戸
に
ガ
タ
ツ
キ
や
ゆ
る
み
は
な
い
か

▼
窓
ガ
ラ
ス

 

・
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
ガ
タ
ツ
キ
は

な
い
か

 

・
強
風
に
よ
る
飛
来
物
な
ど
に
備
え

て
、
外
側
か
ら
板
で
ふ
さ
ぐ
等
の

処
置
を

▼
外
壁

 

・
モ
ル
タ
ル
の
壁
に
亀
裂
は
な
い
か

 

・
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か

 

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
固
定

さ
れ
て
い
る
か

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀

 

・
ひ
び
割
れ
や
破
損
個
所
は
な
い
か

▼
側
溝
・
排
水
路

 

・
ご
み
や
泥
で
流
れ
に
く
く
な
っ
て

い
な
い
か

◎
い
ざ
と
い
う
と
き
の
準
備
品

▼
停
電
に
備
え
て
…
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
の
準
備

▼
断
水
に
備
え
て
…
飲
料
水
の
確
保

▼
避
難
に
備
え
て
…
食
料
、
衣
類
、
貴

重
品
の
準
備

【
被
害
が
心
配
さ
れ
る
と
き
に
は
】

 
・
台
風
や
雨
、
風
に
関
す
る
気
象
情

報
を
注
意
深
く
聞
く

 

・
む
や
み
に
外
出
し
な
い

 

・
外
出
時
は
早
め
に
帰
宅
す
る

 

・
浸
水
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ

ろ
で
は
家
財
道
具
を
高
い
場
所
へ

 

・
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病
人
、
障
害

者
な
ど
は
安
全
な
場
所（
部
屋
）へ

 

・
避
難
場
所
や
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
場
合
の
連
絡
方
法
を
家
族
み
ん

な
で
確
認

【
も
し
も
、
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ら
】

◎
洪
水
の
と
き
の
避
難
ポ
イ
ン
ト

▼
歩
け
る
深
さ
…
男
性
で
約
70
㎝
、
女

性
で
約
50
㎝
、
水
が
腰
ま
で
あ
る
よ
う

な
ら
無
理
を
せ
ず
高
所
で
救
援
を
待
つ

▼
履
物
…
裸
足
、
長
靴
は
厳
禁
。
ひ
も

の
つ
い
た
運
動
靴
が
良
い

▼
足
元
に
注
意
…
冠
水
し
た
場
所
を
歩

く
と
き
は
、
長
い
棒
を
杖
代
わ
り
に

し
て
水
面
下
の
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
歩
く

▼
ロ
ー
プ
に
つ
な
が
っ
て
…
は
ぐ
れ
な

い
よ
う
に
お
互
い
の
身
体
を
ロ
ー
プ

で
結
ん
で
避
難
す
る
。
特
に
子
ど
も

か
ら
は
目
を
離
さ
な
い

▼
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
安
全
に
…
お
年

寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
は
背

負
う
。
幼
児
は
浮
袋
、
乳
児
は
ベ
ビ
ー
バ

ス
な
ど
を
利
用
し
て
安
全
を
確
保
す
る

用
語
の
豆
知
識

『
注
意
報
』
と
『
警
報
』

　

大
雨
の
と
き
な
ど
に
発
表
さ
れ
る

『
注
意
報
』や『
警
報
』は
、
各
地
域
の

住
民
に
注
意
を
呼
び
か
け
、
災
害
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
注
意
報
』は
災
害
が
起
こ
る
お
そ

れ
の
あ
る
と
き
に
、『
警
報
』は
重
大

な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と

き
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
天
気
予
報
や
気
象
情
報

な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
住
む

地
域
の
地
理
的
特
徴
や
、
よ
く
出
さ

れ
る
予
報
、
被
害
状
況
な
ど
を
覚
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

﹇
主
な
注
意
報
と
警
報
の
種
類
﹈

注
意
報

強
風
、
風
雪
、
大
雨
、
大
雪
、
雷
、

霜
、
濃
霧
、
着
氷（
着
雪
）、
高
波
、

高
潮
、
波
浪
、
洪
水
な
ど

警　

報

暴
風
、
暴
風
雪
、
大
雨
、
大
雪
、

高
潮
、
波
浪
、
洪
水
な
ど

大
丈
夫
で
す
か
？ 

風
水
害
に
対
す
る
備
え

『

台

風

』
と

は

　

熱
帯
の
海
上
で
発
生
す
る
低
気
圧

を『
熱
帯
低
気
圧
』と
呼
び
、
こ
の
う

ち
北
西
太
平
洋
で
発
達
し
て
中
心
付

近
の
風
速
が
17
・
２
ｍ
／
ｓ
以
上
に

な
っ
た
も
の
を
『
台
風
』と
呼
ん
で
い

ま
す
。

﹇
台
風
の
強
さ
と
階
級
分
け
﹈

階　

級

最
大
風
速（
ｍ
／
ｓ
）

強　

い

33
以
上
44
未
満

非
常
に
強
い

44
以
上
54
未
満

猛
烈
な

54
以
上

﹇
台
風
の
大
き
さ
と
階
級
分
け
﹈

階　

級

風
速
15
ｍ
／
ｓ
以
上
の
半
径（
㎞
）

大
型（
大
き
い
）

500
以
上
800
未
満

超
大
型（
非
常
に
大
き
い
）

800
以
上

【
被
害
の
届
け
出
】

　

自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

場
合
は
、
被
害
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
す
ぐ
に
市
役
所
、
消
防
署
、
警
察

署
な
ど
防
災
関
係
機
関
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
災
害
の
大
き
さ
や
被
害

の
程
度
に
よ
っ
て
は
各
種
救
済
措
置

の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
防
災
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
４
７
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（２００４年・第５８７号）

125 有害図書、チラシ排除等の環境整備 性犯罪や女性に対する暴力を誘引する恐れのある、有害図書やチラシ排除等を進め生活環境の浄化を図ります。
児 童 家 庭 課

生 涯 学 習 課 Ｃ

基本施策②生涯を通じた女性の健康支援

施策の方向（１）性と生殖に関する健康・権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の周知

№ 事業名 事業の概要 担 当 課
実施

期間

126 家 族 計 画 指 導 の 充 実 両親学級等において、家族計画についての指導と普及に努めます。 健 康 推 進 課 Ａ

127 性 に 関 す る 健 康 講 座 の 開 催 講師を派遣し、市民を対象とした性教育講座等を開催します。 健 康 推 進 課 Ａ

128 母 性 保 護 啓 発 講 座 の 充 実 母性が社会的機能として尊重されるように、母性保護についての認識を深めてもらうための講座を、更に、充実していきます。 健 康 推 進 課 Ａ

129 性と生殖に関する健康・権利の概念の周知 セミナーや講演会等の開催、市広報を通じての「性と生殖に関する健康・権利」の意識啓発を図ります。
企 画 課 健

康 推 進 課 Ａ

施策の方向（２）健康支援と保健事業の充実

№ 事業名 事業の概要 担 当 課
実施

期間

130 生涯を通じた女性の健康支援事業の実施
母子保健法・老人保健法・健康増進法による各種健（検）診、相談、健康教育、健康づくり事業を、むつ市保

健計画に基づき計画的に推進していきます。
健 康 推 進 課 Ａ

131 食生活改善の確立と支援ネットワークづくり
疾病予防のための食生活についての知識や技術の普及に努め、保健・医療・福祉・教育が連携し、問題解決

のためのネットワークづくりを推進します。
健 康 推 進 課 Ａ

132 健 康 づ く り 事 業 の 充 実 健康づくりのため、年齢層に応じた生涯スポーツ教育、レクリエーション活動への積極的な参加を促します。
健 康 推 進 課

保 健 体 育 課 Ａ

133 健康診査等予防対策の充実と事後指導事業の推進 疾病の予防、早期発見、早期治療を目的に各種健（検）診を充実し、要精検・要治療の人に対して積極的に指導していきます。 健 康 推 進 課 Ａ

134 母 子 保 健 相 談 事 業 の 充 実 母親学級、育児教室などを開催し、母子保健、乳幼児保健指導に努め、母子保健サービスと相談の充実に努めます。健 康 推 進 課 Ａ

基本施策③福祉サービスの充実

施策の方向（１）高齢の人や障がいのある人の自立支援と社会参加の促進

№ 事業名 事業の概要 担 当 課 実施
期間

135 シルバー人材センター活動に対する支援 高齢者の豊かな知識や能力の活用と、社会参加を促進するため、シルバー人材センターの活動を支援します。商 工 観 光 課 Ａ

136 高齢者等地域支援ネットワークの推進
利用者本位の視点に立ち、継続性のある一元的な高齢者福祉の連携づくりを図るため、各関係機関等との情
報交換を行い、地域支援ネットワークの推進に努めます。

介 護 福 祉 課 Ｃ

137
高 齢 者 の 生 き が い づ く

り と 健 康 づ く り の 推 進

地域の各団体の参加と協力のもと、家に閉じこもりがちな高齢者に対し、生きがいと健康づくりと社会参加を促進し、
施設の活用や各種サービスの提供により、社会的孤立感を解消し、自立した生活ができるよう支援します。

介 護 福 祉 課 Ａ

138 手 話 通 訳 者 の 派 遣 聴覚障がい者の要請に応じ、通院又は諸手続の通訳、集会時の通訳を行います。 生 活 福 祉 課 Ａ

139 心 身 障 が い 者 の 雇 用 の 促 進
雇用に向けての機能回復訓練の充実と、雇用促進事業を行う者に対しての、補助事業の申請手続の助言指導
等を行い、雇用促進に努めます。

生 活 福 祉 課 Ｂ

140 心身障がい者在宅生活支援施策等の充実 国・県の施策と併せて、障がい者のニーズに応じた情報提供や相談支援の体制を整えて行きます。 生 活 福 祉 課 Ａ

141 緊 急 通 報 体 制 等 の 整 備
ひとり暮らしの高齢者等に対し、緊急通報装置を貸与することにより、日常生活での精神的な不安を解消し、
急病、災害等の緊急時に、迅速かつ適切な対応を図ります。

生 活 福 祉 課

介 護 福 祉 課
Ａ

142 市 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画の推 進
高齢者保健福祉計画に基づき、高齢者が心身ともに健康で一人ひとりが生きがいを持ち、自立した生活が営
める環境づくりを推進していきます。

介 護 福 祉 課 Ａ

143 市 障 が い 者 計 画 の 推 進 市障がい者計画に基づき、障がい者の声を十分に反映した事業の推進に努めます。 生 活 福 祉 課 Ａ

144 相 談 援 助 体 制 の 充 実 生活困窮者、障がい者等の相談体制の充実と、介護にかかる悩み・不安の解消を図るため、相談体制の充実に努めます。
生 活 福 祉 課

介 護 福 祉 課 Ａ

施策の方向（２）ひとり親家庭などの生活自立支援

№ 事業名 事業の概要 担当課 実施
期間

145 ひとり親家庭等に対する相談体制の整備・充実 ひとり親家庭等の生活安定、自立支援のため、相談員の配置等相談体制の整備・充実を図ります。 児 童 家 庭 課 Ｂ

146 各種支援事業の実施と情報の提供 ひとり親家庭等の健康維持と福祉の増進を図るため、各種支援事業や生活自立のための技能習得・資格習得に関する情報の提供に努めます。 児 童 家 庭 課 Ｂ
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むつ市男女共同参画推進実施計画 （その４）
計画策定の趣旨

　むつ市では、人々の意識や社会の慣行等を見直し、男女が互いに人権を尊重し、性別にとらわれることなく、その個性と

能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして、平成14年に『むつ市男女共同参画推進基本計画～むつみあ

いプラン～』を策定しました。

　この計画に基づいて、具体的に施策・事業等を推進するために『むつ市男女共同参画推進実施計画』を策定するものです。

計画の期間

　実施計画の期間は、平成16年度から平成20年度までの５年間とします。

実施期間の定義

Ａ・現在実施している事業で、今後も継続する。

Ｂ・現在実施している事業で、計画期間内に事業の拡大・拡充を図っていくもの。

Ｃ・新規事業として計画期間内に実施予定のもの。

Ｄ・事業として実施すべきであるが、検討していくもの。

計画の推進

　事業は、市民で構成する『むつ市男女共同参画推進懇話会』等の意見や要望を聴きながら、担当課が主体的に実施し、事業

の進捗状況の把握・点検は、庁内に設置している『むつ市男女共同参画推進検討委員会』において行ないます。

　また、社会情勢などを考慮して、必要に応じて見直しを行ないます。

※一つの事業が実施計画の複数の項目に該当する場合には『再掲』とし、事業番号を記載しています。

〈詳しくは〉

市男女共同参画室

�22-1111内線 220

（２００４年・第５８７号）

基本目標Ⅳ安心で心ゆたかな生活づくり 基本施策①ともにつくる家庭生活の推進

施策の方向（１）家族的責任をともに担える環境づくり

№ 事業名 事業の概要 担 当 課
実施

期間

112 育児・介護休業法の周知と利用の促進 育児・介護休業法に関するパンフレットの配布等により周知とその利用促進に努めます。（再掲７７） 商 工 観 光 課 Ａ

113 介 護 サ ー ビ ス 情 報 の 整 備
制度に関するパンフレット、ポスター及び広報等の媒体を活用して情報の提供を行い、制度の周知とサービス

利用についての広報活動に努めます。（再掲８９）
介 護 福 祉 課 Ａ

114 子 ど も 虐 待 防 止 対 策 の 推 進
子どもへの虐待は、子どもの健やかな発育・発達をそこない、心身に深刻な影響を及ぼすことから、関係機

関と連携を密にし、情報交換や広報活動、相談体制の充実を図ります。

児 童 家 庭 課

健 康 推 進 課
Ｂ

115「 家 庭 の 日 」普 及 定 着 の 推 進 毎月第３日曜日「家庭の日」を、家族のふれあいの日として定着するよう普及に努めます。（再掲１） 児 童 家 庭 課 Ａ

116 男女間の理解と協力の意識啓発 家事・育児・介護などが、ともに助け合えるよう意識啓発に努めます。（再掲5） 関 係 課 Ｃ

117 家庭教育に関する講座等の充実と支援 家庭教育に関する講座等の充実を図り、多様な活動の促進を支援します。
生 涯 学 習 課

公 民 館
Ａ

施策の方向（２）環境保全活動等快適な生活環境づくり

№ 事業名 事業の概要 担 当 課
実施

期間

118 都市計画整備などまちづくりへの参画推進 ワークショップなど企画段階から、まちづくりに参画する意識の啓発に努めます。 都 市 計 画 課 Ｂ

119 道路、河川環境の美化運動への参画推進 道路、河川清掃等の美化運動を実施することにより、市民の環境整備に対する意識の向上を図ります。 土 木 課 Ａ

120 環境保全活動に関する学習機会の提供と参画支援 環境保全活動についての学習機会を提供し、参画できるよう支援します。 環 境 対 策 課 Ａ

121 ごみ減量化のためのリサイクル資源回収の推進 各町内会毎に委嘱している廃棄物減量等推進員を中心に、市民の理解と協力を得て、ごみ減量化のためのリサイクル資源の回収を推進します。廃棄物対策課 Ａ

122 不 法 投 棄 防 止 の 啓 蒙 活 動 市政だより、ＦＭアジュール、不法投棄防止用看板等で、不法投棄は犯罪であることを市民に認識してもらい、美しいまちづくりを推進します。廃棄物対策課 Ａ

123 バ リ ア フ リ ー の ま ち づ く り
道路、交通機関、建築物などあらゆる面において、高齢の方・障がいのある方等が安心して暮らせるようバリ

アフリーのまちづくりを推進します。
関 係 課 Ａ

124 除 排 雪 の 市 民 協 力 の 啓 蒙 通学路、歩道等の除排雪を市民の協力を得て実施し、除排雪に対する市民の意識啓発を図ります。 土 木 課 Ａ
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国際交流員

ター・ディビット

（２００４年・第５８７号）

なりました。ありがとうございました。

　国際交流員として地方自治体に勤務することは、最長３

年間と限られています。しかし、この３年間に渡り国際交

流ということが自分の身につき、これから何の仕事をやっ

ても、どこで就職や勉強してもむつ市での国際交流員の仕

事は大きな影響を与えます。皆様との交流などのお陰で私

は人間として成長してきました。これは嬉しいことです。

ありがとうございます。なぜかと言いますと国際交流は一

人ずつの成長から始まります。まずは、自分のことを良く

知らないと他の人と交流しても本当の理解はうまくできな

いと思います。私が好きなビスティ・ボイズというバンド

の引用文を一つ書きたいと思います。"Be true to yourself 

and you will never fall." 「自分自身に忠実であれば、倒れるこ

とはない」

　最後になりましたが、今年の８月から新しい国際交流員

が来ます。アメリカ合衆国のワシントン州シアトル市近郊

出身のタイ・ナンという男性の方です。皆様、私を心温か

い歓迎し協力してくれたのと同じようにナンさんにしてく

ださい。

　この３年間本当にお世話になりました。一生忘れられま

せん。ありがとうございました。

　帰国後の連絡先は下記の通りです。ご自由に連絡してく

ださい。むつ市を出てからどこへ行くかまだ決まっていな

いので Eメールが一番連絡しやすいです。よろしくお願い

します。

春　
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冬

・
け
ふ
の
湾
一
幅
の
絵
と
な
り
て
ゐ
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ッ
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局
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【実家の住所】

　David Tarre

　8 Glenn Hollow Lane

　West Simsbury CT, 06092  U.S.A  

　電話番号 (860) 651 - 9249

　Eメール　crazykame@hotmail.com

【
集
合
年
金
相
談
窓
口
】
開
設

　

青
森
社
会
保
険
事
務
局
む
つ
事
務

所
で
は
、
次
の
日
程
で
『
集
合
年
金
相

談
』を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
や
給
付
な
ど
、
年

金
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に

お
応
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
免
除
申

請
の
受
付
も
行
な
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
む
つ
事
務
所
の
職
員
が

直
接
応
対
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

８
月
３
日（
火
）・
市
公
民
館

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

８
月
４
日（
水
）・
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
社
会
保
険
事
務
局
む
つ
事
務
所

�

22

－

２
２
７
８

市
立
田
名
部
中
学
校

第
19
期
同
期
会

（
昭
和
41
年
卒
業
）

第
23
回
田
名
部
高
校

同
窓
生
の
集
い
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（２００４年・第５８７号）

下北文化会館・大ホール８月の催し物案内

�３日 （火）14:00 ～ 16:30 ……………………………《入場無料》

 青森県こどもピアノコンクールむつ下北予選

�４日 （水）14:30 ～ 16:30 ……………………………《入場無料》

 ＮＨＫ全国学校音楽コンクール下北地区大会

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411

　『石の上にも3年』という諺がありますが、私も、むつ市

という比喩的な石の上に３年間も座りました。私のむつ市

国際交流員としての任期が８月５日に終わってしまいます。

3年間は、あっという間でした。自分自身や世界情勢を見

るとたくさんが変わってきました。残念ながらテロ事件や

イラク戦争と近東の戦いなどで世界の状況がもっと不安に

なってきましたが、逆に自分はもっとしっかりしてきたか

もしれません。むつ市での生活、仕事、関係などのお陰で、

自分のことがもっと分かるようになりました。ですから、

むつ市民、また、下北半島の全員に心から感謝しています。

　この３年間に渡り様々なことについて書きました。世界

の祭日、アメリカの感謝祭、ハロウイン、ハヌカ。そして

世界情勢、テロ事件、戦争、国際理解。それから、青森県

や下北半島、日本、世界などについて国際交流員の意見を

述べました。これらのことを含め、全部で約36枚の記事を

書きました。この記事に対して皆様は賛否があるでしょう

が、一番大事なことは考えてもらうことです。私の書いた

記事を読んで、世界的な立場や自分と異なる立場からいろ

いろな考えを持って頂ければ国際交流員として嬉しいです。

国際交流や国際理解の種をまき、たった１人でも、いつか

綺麗な花が咲いてくれたらと考えると、少しでも満足です。

私の記事を読んでくれた皆様、本当にありがとうございま

す。心から感謝しています。

　国際交流員の仕事は記事を書くのみならず、この３年間

にたくさんの国際交流イベントも開催しました。ほとんど

のイベントは下北国際ふれあい会（SIFA）の主催でした。ハ

ロウインパーティーは３年連続成功しました。感謝祭（サン

クスギビング）ディナー、日本料理教室、釜臥山スキー親睦

会、たくさんの歓迎会などをやりました。それぞれ楽しく

立派にできたと思います。SIFAのメンバーと下北半島の皆

様の参加と役員の期待以上の努力と国際交流に対する深い

興味があったからこそ、たくさんの素晴らしいイベントが

できました。心から本当に感謝しています。

　そして、いろいろなサークルや教室に参加したり教えた

りしました。デイビットとジェームズの料理教室。ジェー

サ　ヨ　ナ　ラ
ムズは２年前に帰国しましたが、料理教室の名前が残って

いますので自分が帰国してもサークルの名前は変わらない

かなと思っています。楽しく英会話サークル、むつ国際交

流協会（MIRA）の外国人向けの日本語講座、そして国際ワイ

ンセミナーなどをやらせて頂きました。参加者の皆様、また、

企画や事務などをして下さった皆様に心から感謝していま

す。私にとってこの教室などは全部、とても良い学習経験

でした。ありがとうございました。

　それから、むつ市にいる間２つの教室に参加させて頂き

ました。この教室は私に非常に強い影響を与え、一生続け

ていくと思います。その一つは石田先生の太極拳教室です。

太極拳は完璧な動きを目指していますので、石田先生から

自分の動きについていろいろ指導して頂きました。この指

導は日常生活まで及び、自分の歩き方や姿勢などを改善し

ました。石田先生と太極拳教室の皆様、ありがとうござい

ました。太極拳の教室は本当に楽しい時間でした。

もう一つは習字です。海老川書道教室で香風（高松）先生に

書道を教えて頂きました。初めて教室に行った時のことを

鮮やかに覚えています。友達に誘われて行きました。最初

の文字はとても面白かったのですが、香風先生の心温かい

指導と明るい性格に惹かれて、その時から教室に通うこと

にしました。そして、太極拳と同じように書道が日常生活

に影響を与えています。音楽の上り下り、山頂と谷底、風

などで書道を感じるようになりました。香風先生、本当に

心から感謝しています。

　同僚の皆様にも心から感謝しています。特に３年間私に

付き合ってくれてた担当者の石橋秀治さん。毎日１メート

ルも離れていない机で働き、いつも記事を校正してくれた

り何でも相談に乗ってくれました。また、いろいろな面白

い会話もしました。石橋さんには、この３年間に渡り本当

にお世話になりました。ありがとうございました。

　他のイベント、事業などをたくさん参加させて頂きまし

た。例えばむつ市ジュニア大使派遣事業（２回）、航空自衛

隊第42警戒群の英語弁論大会（審査員として２回）、むつ

市役所初任者研修の講師などです。全てが、楽しい体験に

募　集　中！！
市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（たて5.2cm×よこ18.0cm）………31,500円

☆下１段の1/2（たて5.2cm×よこ8.9cm）…15,750円

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線252

市政だより有料広告
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ

　生涯学習課 内線 732 市公民館 �24-1224

　保健体育課 内線 742 市立図書館�28-3500

　※市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり
読み聞かせに関心のある方に･･･

子どもの読書活動啓発セミナーが

開催されます

　

む
つ
市
内
に
は
、
い
く
つ
か
の
不
思

議
な
遺
跡
が
あ
り
、
永
下
の
奥
に
あ
る

天
狗
岩
も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
永

下
か
ら
約
13
㎞
程
の
営
林
署
の
森
林
道

路
か
ら
急
な
崖
を
下
り
、
約
10
分
程
の

場
所
、
距
離
に
し
て
約
80
〜
100
ｍ
程
の

と
こ
ろ
に
大
き
な
巨
岩
が
あ
り
（
２
か

所
）、
古
く
か
ら
城
ヶ
沢
や
永
下
の
人
々

に
よ
っ
て
、
天
狗
岩
は
あ
る
意
味
で
信

仰
の
場
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遠
足

の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

釜
臥
山
の
背
後
に
標
高
513
ｍ
の
小
尽

山
が
あ
り
、
そ
の
約
800
ｍ
手
前
に
巨
岩

が
あ
り
、
う
ち
１
か
所
は
二
重
に
な
っ

て
お
り
、下
の
巨
岩
は
奥
行
き
が
あ
る
。

　

い
つ
の
時
代
か
ら
こ
の
巨
岩
が
人
々

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
も
の
の
、
巨
人
の
住
み
処

む
つ
市
の
遺
跡
探
訪
（
36
）

〜 

天　

狗　

岩 

〜

日
本
考
古
学
協
会
会
員
・
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

橘　
　
　

善　

光

天狗岩（２段で高さ約８ｍ）

（２００４年・第５８７号）

子
ど
も
の
読
書
活
動

啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　

家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
や
地
域
ぐ

る
み
で
の
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推

進
に
取
り
組
む
方
々
の
た
め
に
、
読

み
聞
か
せ
と
お
は
な
し
会
運
営
の
基

本
的
知
識
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
が

県
内
11
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

む
つ
市
で
は
市
立
図
書
館
で
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉９
月
19
日（
日
）

（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
対
象
〉

　

読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
方
で

あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
参
加
料
〉無
料

〈
定
員
〉60
名（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

〈
申
込
方
法
〉

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
図
書
館
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉８
月
27
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

読
み
聞
か
せ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
県
教
育
庁
学
習
課
内
）

�

０
１
７

－

７
３
４

－

９
８
８
９

０
１
７

－

７
３
４

－

８
２
７
２

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
①
平
成
16
年
度

第
2
学
期
（
10
月
入
学
）『
教
養
学
部

生
』、『
大
学
院
修
士
科
目
生
』お
よ
び

②
平
成
17
年
度
『
大
学
院
修
士
全
科

生
』の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
視
聴
方
法
】

　

Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）や
放
送
大
学

の
授
業
を
放
送
し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

局
で
視
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
で
授

業
の
再
視
聴
も
で
き
、
ご
自
分
の
都

合
に
合
わ
せ
た
学
習
が
で
き
ま
す
。

【
出
願
受
付
期
間
】

①
10
月
入
学
〜
８
月
31
日（
火
）

②
17
年
４
月
入
学
９
月
１
日（
水
）〜
14（
火
）

【
募
集
要
項
】無
料
配
布

※
市
生
涯
学
習
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
３
２
）

【
問
合
せ
先
】

 

・
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７
２

－

38

－

０
５
０
０

 

・
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

�
０
１
７
８

－

70

－

１
６
６
３

 

・
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
資
料
請
求
・
出
願
が
で
き
ま
す
。）

�w
w

w
.u-air.ac.jp/hp

で
あ
っ
た
と
か
、
城
ヶ
沢
の
順
法
寺
城

へ
の
抜
け
道
が
あ
っ
た
な
ど
の
伝
説
が

語
り
継
が
れ
て
い
る
。
私
や
澤
田
光
夫

氏
（
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員
）、
そ
れ
に
地
元

の
有
志
の
み
な
さ
ん
と
共
同
で
、
昨
年

と
今
年
６
月
に
２
度
の
現
地
調
査
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
天

狗
岩
は
、
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
巨

大
で
あ
り
、
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
何

度
か
現
地
を
訪
れ
、
下
北
半
島
の
中
世

の
世
界
に
せ
ま
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
鶴
ヶ
崎
山

順
法
寺
城
の
一
角
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
永
下
に
あ
る
白
旗
神
社
、
赤

旗
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。
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イ ベ ン ト 情 報
イベント 開催地 期　　日 お問い合わせ 電話番号

一 王 寺 遺 跡 展 八 戸 市 8 月 8 日まで 八戸市縄文学習館 0178-96-1484

鈴 木 正 治 展 青 森 市 8 月 18 日まで 県 立 郷 土 館 017-777-1585

八 戸 花 火 大 会 八 戸 市 7 月 30 日 八 戸 市 観 光 課 0178-43-2111

チェスボローカップ水泳駅伝 車 力 村 8 月 1 日 チェスボロー倶楽部 0120-19-9083

ブルーマリンフェスティバル 大 間 町 8 月 14 日 大 間 町 産 業 振 興 課 0175-37-2111

（２００４年・第５８７号）

詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・
東北新幹線『はやて』殺人事件

シ ー ボ ル ト の 眼

野 川

風 の 歌、 星 の 口 笛

人 間 の 天 敵

長 崎 乱 楽 坂

乱 歩 賞 作 家 白 の 謎

チ ソ ン、 愛 し て る よ。

犬は勘定に入れません

チョコレート・アンダーグラウンド

理科室から生まれたノーベル賞

レインボー世界の旅じてん

北 海 道・ 東 北 の 方 言

満 月 を 忘 れ る な！　 続

ホ リ ス・ ウ ッ ズ の 絵

お ば あ ち ゃ ん の 記 憶

頭 を よ く す る ひ み つ

ア ツ イ ぜ！ 消 防 官

お 金 １ ０ ０ の ひ み つ

大自然のふしぎ５０のひみつ

宇 宙・ 星 の ひ み つ

ゲ ド 戦 記 外 伝

東北の渓流・鮎ガイドＭＡＰ

青 森 県 の 山

ナ ン シ ー 関 超 コ ラ ム

棟 方 志 功 作 品 集

海の中に氷河時代の森林があった

西　村　京太郎

ねじめ　正　一

古 井 由 吉

村 崎　 友

森 村 誠 一

吉 田 修 一

鳥 羽　 亮

イ・ チ ソ ン

コニー・ウィリス

アレックス・シアラー

国 松 俊 英

学 研

井 上 史 雄

風 野　 潮

パトリシア・ライリー・ギフ

エルヴェ・ジャウエン

多 湖 　 輝

くさば　よしみ

工 藤 洋 久

奈 須 紀 幸

福 江　 純

ル ＝ グ ウ ィ ン

釣 り 東 北 社

いちのへ　義孝

ナ ン シ ー 関

棟 方 志 功

山　口　吾一郎

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】

子どもと楽しむ読書活動アイデア 40

人 間 は 素 晴 ら し い

声に出して読みたい日本語 3

死 の 壁

怒 り の 方 法

日 本 縦 断 徒 歩 の 旅

写真でつづる宮本常一

高野優の子連れ地球上陸大作戦　サンフランシスコ編

箸 と チ ョ ッ カ ラ ク

戦 争 ・ 事 変

ソクラテスはなぜ死んだのか

新 編 日 本 思 想 史 研 究

女性が政治家になって何が変わるか

日本の国という水槽の水の入れ替え方

図 解 年 金 の し く み

小規模法人と個人事業者のためのやさしい消費税

革 の リ メ イ ク

美しく見えるシニアの服

多田文昌の石のハンコで作るオリジナル雑貨

心と体をきれいにする禅の食事

海軍料理おもしろ事典

元気が出るねばねばパワーレシピ

シンプル・バーベキュー・ブック

いきなり！黄金伝説。超節約レシピ７０

あ な た の た め に

押 上 武 文

手 塚 治 虫

斎 藤　 孝

養 老 孟 司

辛　 淑 玉

石 川 文 洋

須 藤　 功

高 野　 優

任　 栄 哲

溝 川 徳 二

加 来 彰 俊

村 岡 典 嗣

福　島　みずほ

岡 潔

みずほ総合研究所

青 木 久 直

森 　 悦 子

見 寺 貞 子

多 田 文 昌

武 田 鏡 村

高 森 直 史

福 田 芳 子

みなくち　なほこ

テレビ朝日「いきなり！黄金伝説。」

辰 巳 芳 子

【 図書・評論・心理学 】

【 歴 史・ 紀 行 】

【 社 会・ 教 育 】

【 手 芸・ 料 理 】

８月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

は休館日です。

ク ー ル カ ク テ ル

箸 の 上 げ 下 ろ し

食 べ て 治 す 高 血 圧

禁煙外来の子どもたちその後

花名人になる！鉢花とっておきの育て方

すぐ使えるロープとひも結び百科

いま動物園がおもしろい

『におい』と『香り』の正体

やっぱり昔ながらの木の家がいい

自宅でパン屋をはじめました

背 番 号 三 桁

新・ 敵 は 我 に 在 り

木 内 語 録

ヴ ェ ル デ ィ

そ の 女
ひと

の 名 は 魔 女

亡 き 母 や

輪 違 屋 糸 里　 上・ 下

チ ル ド レ ン

上 海 迷 宮

恩 は あ だ で 返 せ

雨はコーラがのめない

夜 空 の む こ う

バ ン ビ の 剥 製

猿 屋 形

図 書 館 の 水 脈

ド ア の 向 こ う 側

アップオン編集部

酒 井 順 子

家 森 幸 男

高 橋 裕 子

小笠原　　　誓

富 田 光 紀

市民ＺＯＯネットワーク

外 崎 肇 一

辻 垣 正 彦

大和田　聡　子

中 田　 潤

野 村 克 也

木 内 幸 男

小 畑 恒 夫

赤 川 次 郎

阿 川 弘 之

浅 田 次 郎

伊　坂　幸太郎

内 田 康 夫

逢 坂 　 剛

江 国 香 織

香 納 諒 一

鈴 木 清 剛

高 橋 義 夫

竹 内　 真

二階堂　黎　人

【 健 康・ 生 活 】

【 芸 術・ ス ポ ー ツ 】

【  文 学  】
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（２００４年・第５８７号）

８
月
ト
ン
ト
ゥ
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

〈
い
つ
〉８
月
22
日（
日
）午

後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
・
多
目
的
ル
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

『
ス
ク
エ
ア
・
ラ
ン
プ
』を
作
り
ま
す
。

〈
対
象
〉小
学
校
高
学
年
以
上

〈
定
員
〉15
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

科
学
お
は
な
し
会

〈
い
つ
〉８
月
10
日（
火
）午

後
２
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
テ
ー
マ
〉

『
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』

〜
ペ
ル
セ
ウ
ス
流
星
群
を
見
よ
う
〜

〈
内
容
〉

 

・
星
の
お
は
な
し

 
・
星
の
本
の
紹
介

 
・
星
の
本
の
読
み
き
か
せ

〈
講
師
〉

五
戸
町
み
ゆ
き
保
育
園

小　

田　

英　

昭　

氏

〈
読
み
き
か
せ
〉

『
読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』の
み
な
さ
ん

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
立
図
書
館

�

28

－

３
５
０
０

�
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－

３
４
０
０

手
話
講
習
会

　

む
つ
ろ
う
あ
協
会
で
は
、
聴
覚
障

害
者
に
対
す
る
理
解
、
ま
た
手
話
の

普
及
を
目
的
に
手
話
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

『
手
話
』
は
、
聞
こ
え
な
い
方
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。

　

あ
な
た
も
、『
目
で
見
る
言
葉
』で

あ
る
手
話
を
学
ん
で
、
聞
こ
え
な
い

方
た
ち
と
心
の
交
流
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
！

〈
い
つ
〉

８
月
12
日
〜
11
月
25
日（
毎
週
木
曜
日
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※
10
月
20
日
の
み
水
曜
日
と
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
手
話
点
字
室

〈
受
講
料
〉無
料

※
初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
は
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
850
円
が
必
要
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係（
大
見
）

�
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〈
参
加
費
〉無
料

〈
講
師
〉渡　

部　

里　

美　

氏

〈
準
備
す
る
も
の
〉

手
ぬ
ぐ
い
、
エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
ま
た
は
直
接
受
付
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

③
深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題

　

長
引
く
不
況
等
に
よ
り
多
重
債
務

に
陥
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
多

重
債
務
者
の
数
は
全
国
で
200
万
人
に

も
お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ

る
調
査
で
は
多
重
債
務
に
陥
っ
た
原

因
第
１
位
は『
生
活
費
』で
、
現
在
の

厳
し
い
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
コ
ー
ナ
ー

　

架
空
請
求
、
ヤ
ミ
金
融
、
悪
徳
商
法
な
ど
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◎
任
意
整
理

　

そ
れ
で
は
今
回
は
①
の
任
意
整
理

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

 

・
任
意
整
理
と
は
、
本
人
ま
た
は
専
門

家
が
間
に
入
っ
て
当
事
者
同
士
の
話

し
合
い
に
よ
っ
て
和
解
す
る
こ
と
で

す
。
利
息
制
限
法
を
超
え
て
支
払
っ

た
利
息
は
元
金
に
充
当
し
て
減
額

し
、
そ
の
減
額
し
た
元
金
に
対
し
利

息
を
カ
ッ
ト
し
た
形
で
返
済
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

・
自
己
破
産
と
は
異
な
り
、
裁
判
所
を

通
さ
な
い
で
一
部
の
借
金
の
み
を
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り

住
宅
ロ
ー
ン
の
分
を
除
い
て
手
続
き

を
し
た
い
場
合
等
で
も
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
財
産
を
処
分
す
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
保
証
人

が
つ
い
て
い
る
場
合
は
保
証
人
に
一

括
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
し
か
し
、
任
意
整
理
は
借
金
自
体
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
元
金
に

つ
い
て
は
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
あ
く
ま
で
任
意
な
の
で
相

手
へ
の
強
制
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
次
回
は
②
の
特
定
調
停
に
つ
い
て
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
む
つ
相
談
室

�
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【債務整理の種類】
　債務の整理手続きには、①任意整理、②特定調停、③民事再生、

④裁判、⑤自己破産の五つがあります。それぞれの選択の目安は

次のとおりです。

定期的収入がなく、返済能力がまったくない ⑤

借金を法定利率によって減額・確認したい ②・③・④

マ イ ホ ー ム を 守 り た い ②・③

第
１
回
家
族
介
護
教
室

　

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
む
つ
で

は
、
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
教
室
を

年
間
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

（
第
２
回
目
は
９
月
、
第
３
回
目
は
10
月
に

予
定
し
て
お
り
ま
す
）

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
27
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
む
つ
・
デ
イ
ル
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

①
介
護
保
険
に
つ
い
て

 

・
利
用
・
申
請
の
仕
方
に
つ
い
て

②
介
護
技
術

 

・
衣
類
の
交
換　

・
寝
具
の
交
換

 

・
体
位
交
換

〈
対
象
者
〉

 

・
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方

 

・
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉８
月
23
日（
月
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
む
つ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

品
木
�

45

－

１
５
３
１
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ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
希
望
品
…
ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

む
つ
指
定
（
水
着
・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
・
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
【
７
才
男
子
用
・
４
才
女

子
用
】）、
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

 

・
不
用
品
…
ジ
ュ
ニ
ア
用
介
護
ベ
ッ
ド

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

（２００４年・第５８７号）

【夏休みイベントのご案内】

　むつ科学技術館では、７月17日（土）～８月22（日）まで

の開館日の間、夏休みイベントを開催しています。時間に

よってソフトが替わるビデオ上映会や、夏休みの自由研究

の１つとして参加できるちびっこ工作教室など様々なイベ

ントを行なっております。

　ご家族やお友達と一緒に、ぜひ当館へ遊びに来てくださ

いね !!

◎ビデオ上映

　①10:00～

　　『名作童話大全集～ピーターパン／いなかのねずみと町のねずみ／白鳥の湖～』

　②12:00～

　　『世界絵本箱シリーズ～ベッドのまわりはおばけがいっぱい～』

　③15:00～

　　『まんが偉人物語～夏目漱石／ファーブル～』

◎ちびっこ工作教室

　つくってたいけん工作コーナーにて、『のぼり虫くんをつ

くろう』を開催します。手作りの虫が棒を何回ひっくり返し

てもひとりでに上にのぼっていくものです。開催時間は日

によって異なりますので、お気軽にお問い合わせください。

◎探求コーナー

　探求コーナーは、毎週日曜日と第２・４土曜日、祝日の

みの開催となります。

　①11:00～11:30

　　『超低温の世界を調べよう』

　②14:00～14:30

　　『電子発見の歴史を調べよう』　

　③15:00～16:00

　　『ミクロの世界を調べよう』

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会
で

は
、
第
35
回
下
北
美
術
展（
高
校
・
一
般
の

部
）の
出
展
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
種
別
〉絵
画
・
写
真
・
書
道

〈
出
品
規
定
〉

公
募
展
等
未
発
表
の
も
の
を
各
種
１

人
１
点

※
各
種
別
ご
と
の
詳
し
い
出
品
規
定
は
開
催

要
項
に
あ
り
ま
す
。

〈
出
品
料
〉

 

・
一　

般
…
…
１
点
に
つ
き
１
千
円

 

・
高
校
生
…
…
無
料

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

県
営
住
宅
へ
の
入
居
申
し
込
み
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

８
月
２
日（
月
）〜
10
日（
火
）

〈
入
居
予
定
日
〉10
月
１
日（
金
）

〈
募
集
物
件
〉

金
谷
団
地（
松
山
町
）・
２
Ｄ
Ｋ
…
２
戸

〈
選
考
方
法
〉

　

入
居
資
格
を
審
査
の
う
え
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�
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下
北
美
術
展
（
高
校
・
一
般
の
部
）

絵
画
・
写
真
・
書
道
の
出
展
作
品
募
集

〈
申
込（
搬
入
）期
間
〉

９
月
17
日（
金
）〜
29
日（
水
）

〈
申
込（
搬
入
）場
所
〉市
公
民
館

【
展
示
会
】

〈
い
つ
〉10
月
15
日（
金
）〜
19
日（
火
）

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館
講
堂
・
展
示
ホ
ー
ル

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会

（
市
公
民
館
内
）

�
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

　

中
堅
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
随
時
募
集
中
で
す
。

〈
募
集
物
件
〉

県
営
住
宅
中
央
団
地
内
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
77
㎡
）

家
賃
月
額
６
万
３
千
円（
共
益
費
別
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�
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線
２
７
５
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7 月１日現在　平均価格

〈灯　　油〉　☆ 1 ローリー価格
　　　　　　☆ 18 配達価格
〈ＬＰガス〉　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス 10 ｍ3

〈ガソリン〉　☆レギュラー１ 現金
　　　　　　☆軽油１ 現金

今月平均
49 円
884 円
4,086 円
6,567 円
111 円
88 円

価格の幅
44 ～ 52
 792 ～ 964
3,990 ～ 4,252
6,405 ～ 6,668
 104 ～ 120
 84 ～ 96

前月平均
（48 円）
（884 円）
（4,070 円）
（6,540 円）
（111 円）
（88 円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

（２００４年・第５８７号）

総合健診申込受付中
　基本健康診査と各種がん検診が１日で受診できます。
〈い　つ〉９月13日（月）
　※受付時間　 ①午前７時～８時 30分
  （基本健康診査・胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・結核検診・前立腺がん検診）

  ②正午～午後１時
  （子宮がん検診・乳がん検診）

〈どこで〉市公民館
〈定　員〉①午前の健診…120名　②午後の健診…100名

健（検）診名 健診料 対象者

基本健康診査 1.300円

40才以上
胃 が ん 検 診 900円

大腸がん検診 500円

肺 が ん 検 診 200円

結 核 検 診 無料 16才以上

前立腺がん検診 1,785円 50才以上の男性
（基本健康診査を一緒に受ける方が対象）

子宮がん検診 600円

30才以上の女性
乳 が ん 検 診

30才～39才（主に視触診）

300円
40才～58才（視触診とマンモグラフィー）

700円
60才以上（マンモグラフィー）

400円

※生活保護受給中の方、市民税非課税世帯の方、70才以上の方は無料です。ただ

し、前立腺がん検診は前記に関係なく受診者全員から健診料を徴収します。

※今年度から、40才以上の方の乳がん検診の実施方法が変わり、２年に１回の健診と

なります。対象年齢は平成17年３月31日現在の年齢が、40才・42才・44才…と

偶数の年齢になる方です。詳しくは市健康推進課までお問い合わせください。

〈問合せ・申込先〉市健康推進課保健係�22-1111内線 442

　

『
お
も
ち
ゃ
』
は
人
間
と
人
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
生
活
道
具
の
ひ
と
つ
で
す
。
青

森
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な
自
然
か

ら
創
造
さ
れ
、
高
齢
者
が
生
活
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
木
製
道
具
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ト
イ
）を
募
集
し
ま
す
。
選

定
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
芸
術
教

育
研
究
所
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
、
商
品
化
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
新
た
な
も
の
づ
く
り
の
開

発
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
県
内

産
業
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

　

県
内
在
住
者
ま
た
は
県
内
に
事
業

所
を
有
す
る
方

〈
作
品
例
〉

 

・
遊
び
な
が
ら
機
能
訓
練
に
つ
な
が

る
よ
う
な
道
具

 

・
会
話
が
途
切
れ
が
ち
な
高
齢
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
道
具

 

・
組
み
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
、
達

成
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
道
具

　

な
ど
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、
在
宅

ケ
ア
、
元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
に
と
っ

て
楽
し
く
活
用
で
き
る
よ
う
な
遊
び

の
道
具

〈
作
品
の
条
件
〉

次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
た
も
の

①
県
産
材
を
使
用
し
た
も
の

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る

た
め
、
貸
与
が
可
能
な
も
の

③
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
に
よ
り
、
県

内
で
の
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
で
き
、
修

正
・
改
善
等
が
可
能
な
も
の

※
応
募
作
品
は
１
ｍ
×
１
ｍ
×
１
ｍ
程
度
以

内
で
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
で
運
搬
が
可

能
な
サ
イ
ズ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
締
切
〉９
月
15
日（
水
）必
着

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
新
産
業
創
造
課

医
療
・
福
祉
産
業
創
出
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ

�

０
１
７

－

７
３
４

－

９
４
２
０

高
齢
者
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ 

木
製
試
作
品
募
集
！

む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
О
事
業

む
つ
市
田
名
部
中
心
市
街
地
区
空
洞
化
防
止
事
業
・
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り

『
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
Ａ
Ｘ
』

　

ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、『
み

ん
な
で
、
ま
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
よ

う
！
』
を
合
言
葉
に
集
ま
っ
た
方
々
で

実
行
委
員
会
を
結
成
し
企
画
し
た
お
祭

り
で
す
。

　

田
名
部
駅
通
り
商
店
街
を
会
場
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

【
Ａ
Ｘ
・
Ｍ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

〈
い
つ
〉７
月
31
日（
土
）・
午
後
１
時
〜

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
３
階『
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ル
』

〈
ど
ん
な
〉

地
元
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
熱
気

あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ヴ
！

【
Ａ
Ｘ
・
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
】

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
日
）・
午
後
１
時
〜

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
３
階『
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ル
』

〈
ど
ん
な
〉

劇
団
・
未
来
半
島
、
高
校
生
に
よ
る

演
劇
の
公
演

【
下
北
妖
怪
絵
画
展
】

〈
い
つ
〉７
月
31
日（
土
）〜
８
月
１
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
松
木
屋
３
階

〈
詳
し
く
は
〉

ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
Ａ
Ｘ
実
行
委
員
会

�

22
－

０
８
４
５（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

�ekidori@
atlas.tky.plala.or.jp

ま
ち
づ
く
り
工
房
・
下
北
妖
怪
ハ
ウ
ス（
旧
く
ま
く
ら
）

�

22

－

３
８
１
５（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

市政だより掲載記事

募　集　中！！
　みなさんの身近なニュース、楽しかったことや日常

の生活で感じたことなどを紹介します。

　住所と氏名、連絡先を明記のうえ写真があれば写真

と簡単なコメント等を添えて係までお寄せください。

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線254
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★ 16日（月）

 下北交通株式会社

 アークスプラザ中央店

★ 17日（火）

 東北電力株式会社むつ営業所

 マエダ本店

　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

千 田 医 院

中央レディースクリニック

小 野 胃 腸 科 内 科 医 院

角 田 整 形 外 科 医 院

桝 田 医 院

☆　１　日（日）

☆　８　日（日）

☆ 15 日（日）

☆ 22 日（日）

☆ 29 日（日）

８ 月 の 在 宅 当 番 医

赤ちゃん教室（遊び）

生後４か月～９か月になるまでの乳児が対象です。
場所は下北文化会館集会娯楽室。

８月 25日（水）
13:10 ～ 13:20

10 か月児健康診査

平成15年 10月生まれの乳児が対象です。場所は
下北文化会館検査検診室。

８月 27日（金）
12:40 ～ 12:50

１才６か月健康診査

平成15年１月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

８月 11日（水）
13:00 ～ 13:20

２才児歯科健康診査

平成14年２月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

８月６日（金）
13:00 ～ 13:20

３才児健康診査

平成13年２月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

８月５日（木）
12:00 ～ 12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が
健康についてのご相談をお受けします。

８月の健康相談（骨粗鬆症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が骨粗鬆症につ
いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線 443

毎週月曜日
13:00 ～ 15:00

毎週火～金曜日
13:00 ～ 15:00

８ 月 の 献 血 受 付 日 程

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年 12月生まれおよび平成16年
４月生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

８月 25日（水）
10:10 ～ 10:20

� 22-2639

� 24-3151

� 22-4717

� 22-7945

� 24-2629

10:30～11:30

13:00～16:30

10:00～11:30

13:00～16:00

荒　川　町荒　川　町

せがわ　ゆいせがわ　ゆい　 　 ちゃんちゃん

（２００４年・第５８７号）

歯
ッ
ピ
ー
通
信
①

　

む
し
歯
は
、
子
ど
も
の
代
表
的
な

病
気
で
す
。
そ
の
対
策
も
早
い
時
期

か
ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
仕
上
げ
み
が
き
が

な
か
な
か
で
き
な
い
、
乳
歯
の
む
し
歯

治
療
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
、
な

ど
む
し
歯
に
関
す
る
悩
み
は
多
い
の
で

は
？

　

平
成
13
年
度
の
む
つ
市
の
３
才
児
健

康
診
査
の
結
果
で
は
、
49
・
４
％
の
お

子
さ
ん
が
す
で
に
む
し
歯
で
し
た
。
全

国
平
均
（
33
・
６
％
）と
比
較
す
る
と
、

む
し
歯
の
あ
る
子
ど
も
が
む
つ
市
で
は

ま
だ
ま
だ
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
む
つ
市
で
は
子
ど
も
の
む
し

歯
を
減
ら
す
た
め
に
、
乳
児
健
診
や
保

育
所
・
幼
稚
園
で
む
し
歯
予
防
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
活
動

の
様
子
や
、
む
し
歯
予
防
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
次
回
は
『
む
し
歯
は
こ
う
し
て
で
き
る
』

で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 8 月６日

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 8 月６日

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 8 月24日

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00
ちばクリニック ……… 14:00～15:00

（接種時間14:00～15:30）　　
菊 池 医 院 ……… 13:30～14:30
どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30
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（２００４年・第５８７号）

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

　

む
つ
総
合
病
院
で
は
、
来
年
度
採
用
予

定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
採
用
職
種
、
採
用
予
定
人
員
〉

 

・
臨
床
工
学
技
士
…
…
…
…
…
１
名

 

・
看
護
師
…
…
…
…
…
…
…
…
９
名

 

・
精
神
保
健
福
祉
士
…
…
…
…
１
名

 

・
上
級
・
初
級
行
政
…
…
…
…
３
名

〈
受
験
資
格
〉

 

【
臨
床
工
学
技
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
】

　

資
格
が
あ
る
方
ま
た
は
平
成
17

年
５
月
31
日
ま
で
に
資
格
を
取
得

す
る
見
込
み
の
方
。

 

【
看
護
師
】

　

免
許
が
あ
る
方
ま
た
は
平
成
17

年
５
月
31
日
ま
で
に
免
許
を
取
得

す
る
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
46
年

４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
。

【
上
級
行
政
】

　

大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
方
。

【
初
級
行
政
】

　

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
方
。

〈
試
験
日
時
・
場
所
〉

▼
第
一
次
試
験

９
月
19
日（
日
）・
午
前
９
時
〜

下
北
文
化
会
館

▼
第
二
次
試
験
…
…
…
…
…
11
月
中
旬

※ 

上
級
・
初
級
行
政
の
み

〈
試
験
方
法
〉

　

次
の
試
験
お
よ
び
検
査
を
行
な
い

ま
す
。

【
臨
床
工
学
技
士
、
看
護
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
】

 

・
教
養
試
験　
　

・
適
性
検
査

 

・
小
論
文
試
験　

・
面
接
試
験

【
上
級
・
初
級
行
政
】

▼
第
一
次
試
験

 
・
教
養
試
験　

・
事
務
適
性
検
査

 
・
対
人
適
応
性
検
査

▼
第
二
次
試
験

 

・
小
論
文
試
験　

・
面
接
試
験

〈
申
込
書
類
の
請
求
〉

　

申
込
書
類
は
、
総
務
課
庶
務
係
で

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に『
受
験
申

込
書
類
請
求
』と
朱
書
き
し
、
受
験
職

種
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
、
返
信
用

封
筒
（
角
２
封
筒
に
120
円
切
手
を
貼
っ
て
あ
て

名
を
明
記
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
受
付
期
間
等
〉

　

８
月
２
日（
月
）〜
８
月
16
日（
月
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
16
日（
月
）

当
日
消
印
有
効

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５

－

８
６
０
１（
住
所
不
要
）

む
つ
総
合
病
院
総
務
課
庶
務
係

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
２
２
１

�w
w

w
.hospital-m

utsu.or.jp/　

む
つ
総
合
病
院
臨
時
職
員
募
集

　

む
つ
総
合
病
院
で
働
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

助
産
師
・
看
護
師
等
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
方
で
臨
時
的
に
働
い
て
い
た

だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

　

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師

お
よ
び
診
療
放
射
線
技
師
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
方

※
三
交
替
勤
務
の
で
き
る
方
歓
迎

〈
雇
用
待
遇
〉

　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
制
度
、

　

年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
あ
り

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
総
合
病
院
総
務
課
庶
務
係

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
２
２
１

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選
手
選
考
会

　

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
、
９
月

５
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
、
む
つ
市
チ
ー
ム
は
３

年
連
続
優
勝
し
て
お
り
、
今
年
も
優
勝

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の

中
か
ら
広
く
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

　

我
と
思
わ
ん
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
日
）午

後
５
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

〈
参
加
資
格
〉

　

高
校
生
・
大
学
生
を
除
く
一
般
選

手
は
、
青
森
県
内
に
居
住
し
て
い
る

方
で
、
居
住
地
、
出
身
地
（
卒
業
中
学

校
の
所
在
地
）、
ま
た
は
勤
務
地
の
市
町

村
か
ら
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
校
生
・
大
学
生
は
、
保
護
者
の

居
住
地
の
市
町
村
か
ら
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

女
子
は
中
学
生
以
上
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉８
月
１
日（
日
）選
考
会
現
地

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

む
つ
市
実
行
委
員
会（
市
保
健
体
育
課
内
）

�
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－

１
１
１
１
内
線
７
４
２

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー

む
つ
総
合
病
院
職
員
募
集

　

む
つ
・
下
北
地
区
の
畜
産
農
家
が
、

日
ご
ろ
大
切
に
育
て
て
い
る
家
畜
を
出

品
し
、
飼
育
技
術
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

畜
産
農
家
の
方
に
限
ら
ず
、
ご
家

族
・
グ
ル
ー
プ
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

〈
い
つ
〉８
月
10
日（
火
）・
午
前
９
時
〜

〈
ど
こ
で
〉市
営
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場

※
国
道
か
ら
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
で
、
数

か
所
に
案
内
板
を
立
て
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
農
林
畜
産
課
畜
産
振
興
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
５
２
４

第
26
回
む
つ
市
畜
産
共
進
会

第
16
回
下
北
畜
産
共
進
会

　

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所
で

は
、
次
の
と
お
り
『
み
ら
い
』お
よ
び
研

究
施
設
の
一
般
公
開
を
行
な
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所（
北
関
根
）

〈
ど
ん
な
〉

①
海
洋
地
球
研
究
船『
み
ら
い
』の
公
開

②
研
究
お
よ
び
研
究
施
設
の
公
開

③
全
国
児
童『
ハ
ガ
キ
に
描
こ
う
海
洋
の
夢

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
』入
賞
作
品
の
展
示

〈
詳
し
く
は
〉

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所
・
橘

�

45

－

１
０
５
０

海
洋
地
球
研
究
船
『
み
ら
い
』

研
究
施
設
一
般
公
開
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